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第
32
次
地
方
制
度
調
査
会

（
内
閣
総
理
大
臣
の
諮
問
機

関
）
で
、
人
口
減
少
に
対
応

し
た
地
方
行
政
体
制
の
在
り

方
の
審
議
が
始
ま
っ
た
。
全

国
の
市
区
議
会
議
員
代
表
の

委
員
と
し
て
審
議
に
臨
む
山

田
一
仁
会
長
（
札
幌
市
議
会

議
長
）
は
本
紙
の
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
に
、
「
8
1
4
全
都
市

生
き
残
り
へ
各
自
治
体
が
活

性
化
で
き
る
よ
う
に
し
た

い
」
と
決
意
を
語
っ
た
。

地
元
北
海
道
で
は
全
国
で

最
も
人
口
の
少
な
い
市
で

あ
る
歌
志
内
市
（
3
3
3

9
人
�
7
月
末
現
在
）
や

砂
川
市
と
い
う
旧
炭
鉱
の

ま
ち
を
、
東
京
で
は
今
や

い
ず
れ
も
高
齢
世
帯
が
多

い
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

（
多
摩
市
）
、
高
島
平
団

地
（
板
橋
区
）
と
い
う
先

駆
的
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
・
大
規
模

団
地
を
7
月
、

視
察
し
て
回
っ

た
。
「
全
国
市

議
会
議
長
会
の

会
長
と
し
て
、

8
1
4
の
都
市

が
少
子
高
齢
化

の
中
で
ど
う
や
っ
て
知
恵
を

出
し
て
、
基
礎
的
自
治
体
と

し
て
生
き
残
っ
て
い
く
か
」

と
い
う
問
題
意
識
か
ら
だ
。

「
日
本
全
国
満
遍
な
く
よ

く
す
る
に
は
、
道
路
な
ど
イ

ン
フ
ラ
整
備
と
、
買
い
物
や

病
院
な
ど
利
便
性
が
欠
か
せ

な
い
」
と
い
う
。
そ
れ
に
大

事
な
存
在
と
し
て
挙
げ
た
の

が
学
校
。
「
北
海
道
で
は
鉄

道
が
な
く
な
り
、
ま
ち
が
衰

退
し
た
。
過
疎
化
で
小
中
学

校
が
な
く
な
る
と
、
地
域
が

寂
れ
る
」
と
、
札
幌
市
が
取

り
組
ん
だ
子
育
て
世
帯
対
象

の
市
営
住
宅
（
市
営
住
宅
東

雁
来
団
地
）
を
活
性
化
の
ヒ

ン
ト
と
し
て
紹
介
し
た
。
東

区
の
東
雁
来
地
区
に
新
規
で

計
1
2
0
戸
が
入
る
5
階
建

て
3
棟
を
26
〜
29
年
度
に
か

け
て
建
設
。
割
安
な
家
賃
で

未
就
学
児
の
い
る
子
育
て
世

帯
が
入
居
で
き
、
一
番
下
の

子
ど
も
が
中
学
を
卒
業
す
る

ま
で
住
む
こ
と
が
で
き
る
。

小
中
学
校
ま
で
2
キ
ロ
以
内

の
好
立
地
。
「
学
校
維
持
、

地
域
発
展
の
た
め
の
施
策
。

子
育
て
、
住
宅
、
学
校
の
担

当
部
署
が
相
談
し
て
、
も
っ

と
満
遍
な
く
つ
く
る
べ
き
」
。

地
制
調
で
は
、
市
町
村
が

圏
域
で
連
携
す
る
こ
と
な
ど

が
議
論
さ
れ
そ
う
。
「
人
口

減
で
大
き
い
市
は
こ
ら
え
き

れ
る
だ
ろ
う
が
、
小
さ
い
と

こ
ろ
は
ど
う
や
っ
て
生
き
る

か
。
何
と
か
生
き
残
っ
て
も

ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、

生
き
残
る
べ
き
だ
。
広
域
圏

と
か
、
組
ん
で
や
る
と
か
、

独
自
性
を
持
っ
て
や
る
シ
ス

テ
ム
な
ど
、
み
ん
な
で
考
え

た
い
」
と
話
す
。
こ
れ
以
上
、

合
併
で
ま
ち
を
な
く
す
こ
と

に
は
否
定
的
だ
。
「
自
治
体

が
な
く
な
っ
た
ら
歴
史
も
ふ

る
さ
と
も
な
く
な
る
。
今
の

中
で
が
ん
ば
っ
て
全
市
が
生

き
残
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
」
と
熱
く
訴
え
た
。

﹇
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
﹈

家
業
は
農
家
。
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
を
経
て
、
酒
店
経
営
か

ら
49
歳
の
と
き
、
父
親
の
後

継
で
政
治
の
道
に
。
政
治
信

条
は
「
子
供
に
夢
・
福
祉
に

希
望
！
」
。
ふ
る
さ
と
札
幌

は
「
観
光
、
そ
れ
に
冬
季
五

輪
誘
致
を
は
じ
め
と
し
た
イ

ベ
ン
ト
で
さ
ら
に
発
展
さ
せ

た
い
」
。
全
国
市
議
会
議
長

会
の
先
頭
に
立
っ
て
、
7
月

豪
雨
災
害
対
策
や
国
の
31
年

度
予
算
編
成
に
向
け
た
要
望

活
動
な
ど
に
精
力
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
68
歳
。

全国市議会
議長会紋章に
ついて

本号から題字に全国市議会
議長会の紋章を組み入れまし
た。
紋章は「市」を中軸に菊花

9弁模様で9地方部会の団結
を表しています。
昭和57年2月19日に制定さ

れました。

企
画
特
集

庁
舎
建
て
替
え
財
源
措
置

9月5日
毎月3回5の日に発行

発行 全国市議会議長会

〒102-0093
東京都千代田区平河町2-4-2
代表 TEL 03（3262）5234
旬報 TEL 03（3262）2309
発行人 滝本 純生
http://www.si-gichokai.jp

平成30年
（2018年）全国 第2059号

ぜんこくしぎかいじゅんぽう

市議会旬報

9月5日現在の市区数
指定都市 20市
中核市 54市
施行時特例市 31市
一般市 686市
特別区 23区
計 814

「
全
市
生
き
残
り
へ
活
性
化
を
」

山
田
会
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

定
数

調
査
を
取
り
ま
と
め

報
酬

2～5面

（1） 平成30年9月5日 第2059号



�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
������������������������������������

2925 26 27 28
0

(年)

(人)

19,853(‒270)

19,570(‒283)

19,384(‒222)

19,256(‒92)

19,100(‒156)
19,000

19,250

19,500

19,750

20,000

本
会
は
「
市
議
会
議
員
定
数
に
関
す
る
調
査
結
果
」
「
市

議
会
議
員
報
酬
に
関
す
る
調
査
結
果
」
を
取
り
ま
と
め
、
8

月
31
日
に
全
市
に
発
送
し
た
。
両
調
査
は
、
29
年
12
月
31
日

現
在
に
お
け
る
全
国
8
1
4
市
区
を
対
象
に
オ
ン
ラ
イ
ン
調

査
に
よ
り
行
っ
た
（
回
収
率
は
両
調
査
と
も
に
1
0
0
％
）
。

調
査
結
果
は
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
。

ま
た
、
20
年
〜
29
年
の
正
副
議
長
・
議
員
の
平
均
報
酬
月

額
の
推
移
と
、
近
5
年
の
全
国
に
お
け
る
正
副
議
長
・
議
員

報
酬
の
総
額
の
推
移
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
。

定定
数数
調調
査査
結結
果果

議
員
実
数
の
状
況

29
年
12
月
31
日
調
査
時
の

8
1
4
市
区
議
会
議
員
の
実

数
は
1
万
9
1
0
0
人
（
1

市
当
た
り
23
・
5
人
）
。

前
年
28
年
調
査
の
8
1
4

市
区
1
万
9
2
5
6
人
（
1

市
当
た
り
23
・
7
人
）
に
比

べ
1
5
6
人
（
1
市
当
た
り

0
・
2
人
）
の
減
少
。
1
5

6
人
の
増
減
の
内
訳
と
し
て
、

減
少
は
5
人
を
最
大
に
1
9

9
市
区
2
8
2
人
。
増
加
は

5
人
を
最
大
に
90
市
区
1
2

6
人
と
な
っ
て
い
る
。

近
5
年
の
実
数
の
推
移
で

は
（
グ
ラ
フ
参
照
）
、
25
年

〜
27
年
の
2
0
0
人
以
上
の

減
に
比
べ
28
年
は
92
人
減
と

前
年
と
の
差
は
縮
小
し
た
が
、

29
年
は
1
5
6
人
減
と
な
っ

て
い
る
。
な
お
、
実
数
は
合

併
特
例
（
在
任
・
定
数
）
適

用
市
が
多
か
っ
た
18
年
の
8

0
2
市
区
2
万
4
6
0
8
人

以
降
、
減
少
し
続
け
て
い
る
。

議
員
定
数
の
状
況

29
年
調
査
時
の
8
1
4
市

区
議
会
議
員
の
定
数
は
1
万

9
3
9
8
人
（
1
市
当
た
り

23
・
8
人
）
。

28
年
の
1
万
9
5
2
1
人

（
1
市
当
た
り
24
・
0
人
）

に
比
べ
1
2
3
人
の
減
。
内

訳
で
は
4
人
減
が
6
市
な
ど

56
市
で
減
少
し
、
増
加
市
は

な
か
っ
た
。

議
員
数
引
き
続
き
減
少

報
酬
は
4
年
連
続
増
額

定
数
・
報
酬
に
関
す
る
調
査
結
果

表① 議長・議員報酬人口段階別平均 グラフ 議員実数の推移（近5年）

報報
酬酬
調調
査査
結結
果果

報
酬
の
平
均
額

調
査
を
行
っ
た
正
副
議
長

と
議
員
の
報
酬
か
ら
、
議
長

と
議
員
を
対
象
に
ま
と
め
た
。

議
長
報
酬
の
全
国
平
均
は

51
万
7
1
0
0
円
、
28
年
に

比
べ
5
0
0
円（
0
・
10
％
）

増
、
議
員
報
酬
が
42
万
1
6

0
0
円
で
同
6
0
0
円
（
0

・
14
％
）
増
と
な
っ
て
い
る

（
表
①
参
照
）
。

本
紙
調
べ
で
は
、
平
均
報

酬
月
額
は
、
21
年
か
ら
25
年

ま
で
減
額
傾
向
だ
っ
た
が
、

26
年
か
ら
4
年
連
続
で
増
額

と
な
っ
た
。
29
年
の
額
は
、

減
額
前
の
20
年
（
議
長
51
万

6
7
0
0
円
、
議
員
42
万
9

0
0
円
）
を
上
回
っ
て
い
る
。

平
均
月
額
が
議
長
・
議
員

と
も
増
額
し
た
の
は
38
市
区

で
、
議
長
の
み
増
額
2
市
、

議
員
の
み
増
額
3
市
と
な
っ

て
い
る
。

減
額
で
は
議
長
・
議
員
と

も
減
額
は
6
市
で
、
議
長
の

み
減
額
1
市
、
議
員
の
み
減

額
1
市
と
な
っ
て
い
る
。

人
口
別
の
平
均
額

報
酬
の
平
均
額
の
う
ち
、

人
口
段
階
別
の
平
均
で
は
28

年
と
比
べ
議
長
の
人
口
20
万

〜
30
万
人
未
満
（
特
別
区
除

く
）
の
み
が
減
額
以
外
は
、

全
て
の
人
口
段
階
で
同
額
ま

た
は
増
額
と
な
っ
て
い
る

（
表
①
参
照
）
。

伸
び
率
は
28
年
の
全
国
平

均
が
議
長
・
議
員
と
も
0
・

33
％
で
あ
っ
た
の
に
比
べ
29

年
は
議
長
0
・
09
％
、
議
員

0
・
14
％
と
26
年
以
降
鈍
化

し
て
い
る
。【

5
面
へ
続
く
】

平均報酬月額［単位：万円］
（対前年伸び率、▲は減）

議員

33．10
（0．21%）

39．11
（0．46%）

46．23
（0．09%）

53．91
（▲0．57%）

59．10
（0．25%）

62．68
（0．06%）

64．40
（0%）

60．93
（0．08%）

79．23
（0%）

42．16
（0．14%）

議長

41．24
（0．07%）

47．52
（0．40%）

55．34
（0．07%）

64．09
（▲0．64%）

69．02
（0．42%）

74．16
（0%）

76．89
（0%）

91．87
（0．08%）

96．39
（0%）

51．71
（0．10%）

市区
数

272

255

153

39

24

21

7

23

20

814

区分

人口

5万未満

5万～10万未満
（特別区除く）

10万～20万未満
（特別区除く）

20万～30万未満
（特別区除く）

30万～40万未満
（特別区除く）

40万～50万未満
（特別区除く）

50万以上
（特別区・指定都市除く）

特別区

指定都市

全国平均

※調査結果（過去分含む）を基に本紙が作成。
※( ）は前年との差。

※調査結果から抜粋して本紙が作成
※平均報酬月額は、10円単位四捨五入
※伸び率は、小数点以下第3位を四捨五入

第2059号 平成30年9月5日 （2）全国市 議 会 旬 報



本
会
は
31
年
度
地
方
財
政

対
策
で
、
32
年
度
ま
で
が
期

限
の
「
市
町
村
役
場
機
能
緊

急
保
全
事
業
」
の
事
業
期
間

を
延
長
す
る
よ
う
総
務
省
な

ど
に
要
望
し
て
い
る
。
耐
震

化
が
未
実
施
の
本
庁
舎
建
て

替
え
に
、
初
め
て
地
方
交
付

税
措
置
を
導
入
す
る
も
の
で
、

29
年
度
地
方
財
政
対
策
で
公

共
施
設
適
正
管
理
の
一
環
と

し
て
地
方
財
政
計
画
の
歳
出

に
目
玉
施
策
で
盛
り
込
ま
れ

た
。
総
務
省
は
延
長
す
る
か

ど
う
か
の
議
論
は
ま
だ
し
て

い
な
い
と
し
て
い
る
が
、
全

国
の
自
治
体
関
係
者
が
行
方

を
注
視
し
て
い
る
。

◇

特
例
的
な
財
政
措
置
創
設

の
背
景
は
28
年
4
月
に
発
生

し
た
熊
本
地
震
で
、
一
部
の

被
災
自
治
体
で
行
政
機
能
が

低
下
し
、
罹
災
証
明
の
発
行

が
滞
る
な
ど
支
障
が
生
じ
た

こ
と
。
地
震
直
後
の
テ
レ
ビ

ニ
ュ
ー
ス
で
映
し
出
さ
れ
た

宇
土
市
役
所
の
倒
壊
寸
前
の

映
像
は
衝
撃
的
で
、
築
51
年

の
5
階
建
て
庁
舎
の
4
階
部

分
が
押
し
つ
ぶ
さ
れ
た
。
災

害
時
に
防
災
拠
点
と
な
る
自

治
体
本
庁
舎
は
、
住
民
の
救

助
や
生
活
必
需
品
の
提
供
、

被
災
関
係
手
続
、
イ
ン
フ
ラ

復
旧
の
司
令
塔
と
な
り
、
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
業
務
継
続
の

上
で
重
要
な
役
割
を
担
う
。

総
務
省
は
、
東
日
本
大
震

災
を
契
機
に
庁
舎
の
耐
震
化

な
ど
に
手
厚
い
交
付
税
措
置

を
す
る
た
め
始
め
た
「
緊
急

防
災
・
減
災
事
業
」
（
23
年

度
創
設
。
延
長
後
、
現
在
は

29
年
度
か
ら
32
年
度
ま
で
�

東
日
本
大
震
災
に
係
る
復
興

・
創
生
期
間
ま
で
継
続
）
に

加
え
、
老
朽
化
庁
舎
の
建
て

替
え
も
緊
急
実
施
す
る
必
要

が
あ
る
と
判
断
。
「
市
町
村

役
場
機
能
緊
急
保
全
事
業
」

を
創
設
し
た
も
の
で
、
当
時

の
高
市
早
苗
総
務
大
臣
は

「
財
政
措
置
と
相
ま
っ
て
市

町
村
の
行
政
機
能
の
確
保
が

促
進
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す

る
」
と
語
っ
て
い
た
。

事
業
は
29
年
度
か
ら
32
年

度
ま
で
の
4
年
間
の
時
限
措

置
。
対
象
は
昭
和
56
年
の
新

耐
震
基
準
導
入
前
に
建
設
さ

れ
、
耐
震
化
が
未
実
施
の
市

町
村
の
本
庁
舎
の
建
て
替
え
。

財
政
措
置
の
仕
組
み
は
、
総

事
業
費
の
最
大
90
％
を
市
町

村
役
場
機
能
緊
急
保
全
事
業

債
で
充
当
。
こ
の
う
ち
75
％

が
交
付
税
措
置
対
象
分
で
、

同
事
業
債
の
元
利
償
還
金
の

30
％
を
基
準
財
政
需
要
額
に

算
入
し
、
起
債
対
象
経
費
の

22
・
5
％
が
交
付
税
算
入
さ

れ
る
計
算
。
例
え
ば
、
起
債

対
象
経
費
が
50
億
円
と
す
る

と
、
後
年
度
に
11
億
2
5
0

0
万
円
が
交
付
税
措
置
さ
れ

る
わ
け
だ
。
そ
れ
ま
で
自
治

体
の
庁
舎
建
設
は
通
常
、
基

金
を
積
み
立
て
る
な
ど
独
自

財
源
で
行
わ
れ
て
き
て
お
り
、

手
厚
い
財
政
措
置
と
言
え
る
。

こ
の
事
業
で
、
自
治
体
の

本
庁
舎
建
て
替
え
の
動
き
が

全
国
的
に
加
速
。
清
瀬
市
は
、

築
45
年
で
老
朽
化
し
た
狭
い

現
本
庁
舎
の
耐
震
性
不
足
を

解
消
す
る
た
め
、
災
害
拠
点

と
な
る
新
た
な
本
庁
舎
を
造

る
。
実
施
設
計
の
段
階
で
、

新
庁
舎
は
現
庁
舎
に
隣
接
し

て
建
設
し
、
地
下
1
階
地
上

4
階
建
て
、
延
べ
床
面
積
は

現
在
の
5
2
0
0
平
方
メ
ー

ト
ル
か
ら
1
万
平
方
メ
ー
ト

ル
へ
ほ
ぼ
倍
増
と
な
る
。
用

地
取
得
を
含
め
た
総
事
業
費

は
50
億
7
0
0
0
万
円
で
、

31
年
4
月
着
工
、
32
年
10
月

完
成
予
定
。市
財
政
課
は「
用

地
費
を
除
く
建
て
替
え
工
事

費
で
交
付
税
措
置
の
活
用
を

考
え
て
い
る
。
通
常
は
庁
舎

建
て
替
え
に
交
付
税
措
置
は

な
く
、
あ
り
が
た
い
」
と
話

す
。
本
体
工
事
費
40
億
円
の

半
分
ほ
ど
は
基
金
を
活
用
し
、

残
額
を
起
債
・
交
付
税
申
請

す
る
と
い
う
。
建
設
が
ち
ょ

う
ど
事
業
期
間
内
の
32
年
度

で
完
了
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
の

良
さ
だ
。

総
務
省
は
29
年
12
月
31
日

時
点
で
、
全
市
区
町
村
を
対

象
に
本
庁
舎
に
関
す
る
調
査

を
実
施
。
本
庁
舎
又
は
災
害

対
策
本
部
を
設
置
す
る
庁
舎

が
未
耐
震
（
昭
和
56
年
5
月

31
日
以
前
の
建
築
確
認
を
受

け
て
建
設
さ
れ
、
耐
震
性
が

確
保
さ
れ
て
い
な
い
）
の
団

体
を
調
べ
、
建
て
替
え
な
ど

の
対
応
状
況
を
尋
ね
た
。
1

7
4
1
団
体
中
、
庁
舎
が
未

耐
震
な
の
が
4
9
4
団
体

（
28
・
4
％
）
で
、
う
ち
市

区
は
2
3
2
。
市
区
の
対
応

状
況
で
は
、
建
て
替
え
が
1

3
3
市
区
、
耐
震
改
修
が
40

市
、
既
存
施
設
へ
の
移
転
が

2
市
。
残
る
57
市
は
今
後
の

対
応
が
未
定
と
回
答
し
た
。

（
本
紙
注
�
調
査
は
昨
年
12

月
末
時
点
の
た
め
、
そ
の
後

状
況
が
変
わ
っ
て
い
る
こ
と

が
あ
り
得
る
）

7
月
18
日
に
開
か
れ
た
本

会
地
方
財
政
委
員
会
で
、
講

師
と
し
て
出
席
し
た
総
務
省

の
大
沢
博
自
治
財
政
局
財
政

課
長
は
同
事
業
に
つ
い
て
説

明
。
事
業
期
間
の
延
長
要
望

に
対
し
、
「
延
長
を
議
論
し

た
り
、
決
定
し
た
り
し
て
い

な
い
。
32
年
度
で
事
業
が
終

わ
る
制
度
設
計
に
な
っ
て
お

り
、
東
日
本
大
震
災（
が
契

機
）の
支
援
措
置
も
32
年
度

で
切
れ
る
の
に
合
わ
せ
て
い

る
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
庁
舎

に
交
付
税
を
入
れ
る
の
は
相

当
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
な
措
置
で
、

い
つ
ま
で
も
続
け
る
も
の
で

は
な
い
。
原
則
、
基
金
を
積

み
立
て
て
や
る
の
が
基
本
。

今
回
、
ど
う
し
て
も
こ
う
い

う
形
で
や
る
ほ
う
が
い
い
と

の
判
断
か
ら
4
年
限
定
で
行

っ
た
」
と
述
べ
た
。
そ
の
上

で
、
「
絶
対
延
長
し
な
い
の

か
と
い
う
と
、
今
の
段
階
で

【
4
面
へ
続
く
】

市
庁
舎
建
て
替
え
の

交
付
税
措
置
、
延
長
を

企画
特集

31
年
度
地
財
対
策
で
要
望
―

本
会

本会地財委で講演する大沢課長
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日沼芦別市議長
【写真提供＝芦別市】

【
3
面
か
ら
続
く
】

は
検
討
し
て
い
な
い
と
い
う

こ
と
だ
が
、（
建
て
替
え
完
了

が
事
業
期
間
内
に
）ど
う
し

て
も
間
に
合
わ
な
い
と
い
う

と
こ
ろ
が
出
て
き
て
、
何
と

か
し
て
ほ
し
い
と
い
う
声
を

相
当
聞
き
始
め
て
い
る
」
と
、

延
長
要
望
が
多
く
あ
る
こ
と

を
明
ら
か
に
し
た
。
間
に
合

わ
な
い
と
い
う
自
治
体
の
実

態
を
調
べ
る
と
い
う
。

建
築
か
ら
ほ
ぼ
50
年
が
経

つ
本
庁
舎
が
未
耐
震
の
芦
別

市
は
、
総
務
省
の
調
査
に
対

応
が
未
定
と
回
答
。
市
総
務

部
に
よ
る
と
、
そ
の
後
の
検

討
で
「
整
備
の
方
向
性
と
し

て
は
建
て
替
え
」
と
な
っ
た
。

7
月
の
地
方
財
政
委
員
会
に

出
席
し
た
日
沼
昇
光
芦
別
市

議
会
議
長
が
「（
事
業
は
）32

年
度
で
切
れ
、
き
っ
と
さ
ら

に
延
長
さ
れ
る
と
勝
手
に
予

定
し
て
い
る
が
、
国
は
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
」
と
、
総

務
省
に
延
長
を
訴
え
る
場
面

が
あ
っ
た
。
こ
れ
か
ら
実
施

設
計
を
経
て
建
て
替
え
と
な

る
と
、
32
年
度
ま
で
の
財
源

措
置
は
間
に
合
わ
ず
、
何
と

か
延
長
し
て
ほ
し
い
と
の
思

い
に
よ
る
も
の
だ
。
市
総
務

部
は
「
市
財
政
の
状
況
や
国

の
動
向
を
み
て
対
応
す
る
が
、

財
源
措
置
は
大
き
い
の
で
、

延
長
し
て
ほ
し
い
」
と
打
ち

明
け
る
。

〝
親
〞
と
言
え
る
「
緊
急

防
災
・
減
災
事
業
」
の
33
年

度
以
降
の
扱
い
が
決
ま
っ
て

い
な
い
段
階
で
、
〝
子
〞
で

あ
る
「
市
町
村
役
場
機
能
緊

急
保
全
事
業
」
の
延
長
は
議

論
で
き
な
い
、
と
い
う
の
が

総
務
省
の
ス
タ
ン
ス
。
そ
れ

に
、
庁
舎
建
て
替
え
に
交
付

税
を
入
れ
る
の
は
あ
く
ま
で

特
例
的
措
置
と
い
う
。
と
は

い
え
、
巨
額
を
要
す
る
庁
舎

建
て
替
え
に
交
付
税
措
置
が

あ
る
の
は
自
治
体
に
と
っ
て

財
源
的
に
非
常
に
大
き
い
。

耐
震
化
へ
庁
舎
を
建
て
直
す

絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で
、
本
会

は
事
業
の
延
長
を
声
を
大
に

し
て
訴
え
て
い
く
。

総
務
省
「
本
庁
舎
が
未
耐
震

の
市
区
町
村
の
状
況
調
査
結

果
」（
29
年
12
月
31
日
時
点
）

本
庁
舎
又
は
災
害
対
策
本

部
を
設
置
す
る
庁
舎
が
未
耐

震
と
回
答
し
た
2
3
2
市
区

の
対
応
状
況
（
※
�
本
庁
舎

は
未
耐
震
だ
が
、
災
害
対
策

本
部
を
設
置
す
る
庁
舎
に
は

耐
震
性
が
あ
る
。
※
※
�
東

日
本
大
震
災
又
は
熊
本
地
震

に
よ
り
被
災
し
た
本
庁
舎
を

現
在
、
建
て
替
え
復
旧
中
で

あ
り
、
調
査
時
点
で
本
庁
舎

機
能
を
一
時
的
に
仮
庁
舎
等

に
置
い
て
い
る
団
体
）

「
建
て
替
え
」
と
回
答
し
た

1
3
3
市
区

﹇
北
海
道
﹈
※旭
川
、
室
蘭
、

北
見
、
岩
見
沢
、
江
別
、
士

別
、
砂
川
、
富
良
野﹇
青
森
﹈

青
森
、
五
所
川
原
、
※十
和
田
、

平
川
﹇
岩
手
﹈
宮
古
、
※
※陸
前

高
田
、
釜
石
﹇
宮
城
﹈
※気
仙

沼
、
※多
賀
城
﹇
秋
田
﹈
大
館

﹇
山
形
﹈
米
沢
、
尾
花
沢
﹇
茨

城
﹈
※
※水
戸
、
※
※石
岡
、
※下
妻
、

桜
川
﹇
栃
木
﹈
鹿
沼
、
日
光
、

小
山
、
真
岡
、

※
※大

田
原
﹇
埼

玉
﹈
※川
口
、
※春
日
部
、
深
谷
、

越
谷
、
蕨
、
志
木
、
八
潮
、

※吉
川
﹇
千
葉
﹈
千
葉
、
旭
、

※八
千
代
、
※四
街
道
、
袖
ケ
浦

﹇
東
京
﹈
北
、

※府
中
、
小
金

井
、
清
瀬
﹇
神
奈
川
﹈

※川
崎

﹇
新
潟
﹈
魚
沼
﹇
福
井
﹈
※敦

賀
、
越
前
﹇
長
野
﹈
上
田
、

中
野
﹇
岐
阜
﹈
大
垣
、

※羽
島
、

土
岐
、
各
務
原
﹇
静
岡
﹈
下

田
﹇
愛
知
﹈
常
滑
﹇
三
重
﹈

伊
賀
﹇
滋
賀
﹈
近
江
八
幡
、

※守
山
、
湖
南
、
※米
原﹇
京
都
﹈

向
日
、
長
岡
京
、
八
幡
、
南

丹
﹇
大
阪
﹈
岸
和
田
、
貝
塚
、

※大
東
、
※和
泉
、
柏
原
、
※羽
曳

野
、
交
野
﹇
兵
庫
﹈
※伊
丹
、

西
脇
、

※高
砂
、
※小
野﹇
奈
良
﹈

大
和
高
田
、
大
和
郡
山
、
橿

原
、

※桜
井
、
※五
條
、
御
所﹇
和

歌
山
﹈
御
坊
、
※田
辺
﹇
鳥
取
﹈

鳥
取
﹇
島
根
﹈
※松
江
、
江
津

﹇
岡
山
﹈
※岡
山
、
総
社
、
備

前﹇
広
島
﹈三
原
、
尾
道﹇
山

口
﹈
※下
関
、
宇
部
、
※萩
、
防

府
、
長
門
、
周
南
﹇
徳
島
﹈

三
好
﹇
香
川
﹈
※丸
亀
、
※坂
出
、

※善
通
寺
﹇
愛
媛
﹈
※四
国
中
央

﹇
高
知
﹈
※高
知
、
※土
佐
、
香

南
﹇
福
岡
﹈
筑
紫
野
、
宮
若
、

朝
倉
﹇
佐
賀
﹈
※唐
津
、
鳥
栖
、

武
雄
、
神
埼
﹇
長
崎
﹈
長
崎
、

※
※島
原
、
大
村
、
※五
島﹇
熊
本
﹈

※
※八
代
、
※
※人
吉
、
※
※水
俣
、
※
・
※
※

宇
土
、

※
※天

草
﹇
大
分
﹈
津
久
見
、
宇

佐
﹇
宮
崎
﹈
※日
南
、
日
向
、

西
都
﹇
鹿
児
島
﹈
垂
水
、
奄

美
、
姶
良
﹇
沖
縄
﹈
石
垣

「
耐
震
改
修
」
と
回
答
し
た

40
市

﹇
北
海
道
﹈
函
館
、
赤
平
、

千
歳
﹇
岩
手
﹈
大
船
渡
﹇
秋

田
﹈
仙
北
﹇
山
形
﹈
上
山
﹇
福

島
﹈
会
津
若
松
、
い
わ
き
、

白
河
﹇
茨
城
﹈
神
栖
﹇
埼
玉
﹈

※さ
い
た
ま
﹇
千
葉
﹈
八
街
、

匝
瑳
﹇
東
京
﹈
※調
布
、
※日
野
、

※東
村
山﹇
神
奈
川
﹈秦
野﹇
岐

阜
﹈
中
津
川
、
瑞
浪
、
下
呂

﹇
滋
賀
﹈
※大
津
、
※彦
根
﹇
京

都
﹈
京
都
﹇
大
阪
﹈
高
槻
﹇
兵

庫
﹈
※尼
崎
、
相
生
﹇
奈
良
﹈

※奈
良
﹇
岡
山
﹈
津
山
﹇
広
島
﹈

大
竹
﹇
山
口
﹈
山
陽
小
野
田

﹇
愛
媛
﹈※今
治
、
宇
和
島
﹇
福

岡
﹈豊
前
、
中
間
、
※糸
島﹇
佐

賀
﹈※鹿
島
﹇
長
崎
﹈
壱
岐
﹇
鹿

児
島
﹈日
置
、
南
さ
つ
ま﹇
沖

縄
﹈
宜
野
湾

「
既
存
施
設
へ
移
転
」
と

回
答
し
た
2
市

﹇
群
馬
﹈
沼
田
﹇
広
島
﹈
竹

原「
未
定
」と
回
答
し
た
57
市

﹇
北
海
道
﹈

※小
樽
、
夕
張
、

網
走
、
留
萌
、
稚
内
、
美
唄
、

芦
別
、
紋
別
、
名
寄
、
根
室
、

深
川
、
登
別
、
伊
達﹇
青
森
﹈

黒
石
、
三
沢
﹇
山
形
﹈
鶴
岡

﹇
栃
木
﹈
足
利
、
矢
板
、
那

須
烏
山
﹇
群
馬
﹈

※桐
生
、
※渋

川
、
※藤
岡
、
安
中
﹇
埼
玉
﹈

入
間
、
※幸
手
﹇
千
葉
﹈
銚
子
、

※松
戸
、
※東
金
、
君
津﹇
新
潟
﹈

三
条
﹇
富
山
﹈
※高
岡
、
魚
津
、

※砺
波
、
小
矢
部
﹇
石
川
﹈
輪

島
﹇
山
梨
﹈
大
月
﹇
三
重
﹈

※尾
鷲
﹇
京
都
﹈
※宮
津
﹇
大
阪
﹈

※富
田
林
、
※阪
南
﹇
兵
庫
﹈
明

石
﹇
島
根
﹈
大
田
﹇
岡
山
﹈

玉
野
、
笠
岡
、
赤
磐
、
美
作

﹇
山
口
﹈
光
、
美
祢
﹇
徳
島
﹈

※鳴
門
﹇
福
岡
﹈
※大

牟
田
、
八

女
、

※築
後
、
大
川
﹇
長
崎
﹈

松
浦
、
対
馬
﹇
鹿
児
島
﹈
曽

於
﹇
沖
縄
﹈
名
護

第2059号 平成30年9月5日 （4）全国市 議 会 旬 報



人
口
別
の
最
高
・
最
低
額

調
査
結
果
で
は
、
議
長
、

副
議
長
、
議
員
そ
れ
ぞ
れ
の

議
員
報
酬
の
月
額
の
最
高
額

・
最
低
額
も
人
口
段
階
別
に

ま
と
め
て
い
る
。
議
長
と
議

員
の
最
高
額
・
最
低
額
は
表

②
の
通
り
（
28
年
に
比
べ
増

額
の
区
分
を
黄
色
と
し
た
。

今
回
、
減
額
は
な
し
）
。

―
釜
石
市
で
ラ
グ
ビ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
―

東
日
本
大
震
災
で
大
き
な

被
害
を
受
け
た
釜
石
市
で
は
、

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
心
の
元

気
を
復
興

す
る
た
め

の
取
り
組

み
を
行
っ

て
い
る
。

そ
の
一
環

と
し
て
2

0
1
9
年

の
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
（
Ｒ
Ｗ
Ｃ
）
試
合
会
場
で

う
の
す
ま
い

あ
る
釜
石
鵜
住
居
復
興
ス
タ

ジ
ア
ム
が
完
成
し
た
。

ラ
グ
ビ
ー
フ
ァ
ン
で
な
く

と
も
釜
石
市
と
聞
け
ば
「
北

の
鉄
人
」
と
呼
ば
れ
た
新
日

鐵
釜
石
ラ
グ
ビ
ー
部
の
活
躍

を
思
い
出
す
方
も
多
い
と
思

う
。
現
在
は
跡
を
継
い
だ
釜

石
シ
ー
ウ
ェ
イ
ブ
ス
Ｒ
Ｆ
Ｃ

が
ト
ッ
プ
リ
ー
グ
昇
格
を
目

指
し
て
お
り
、
そ
の
活
躍
は

市
民
に
大
き
な
希
望
を
与
え

て
い
る
。

そ
ん
な
ラ
グ
ビ
ー
が
盛
ん

な
釜
石
市
だ
が
、
Ｒ
Ｗ
Ｃ
が

行
わ
れ
る
12
会
場
に
立
候
補

し
た
時
に
は
、
震
災
か
ら
の

復
旧
・
復
興
も
ま
だ
途
上
で

あ
り
、
加
え
て
既
存
ス
タ
ジ

ア
ム
が
な
い
唯
一

の
都
市
と
い
う
こ

と
で
不
安
も
多
か

っ
た
と
い
う
。

今
市
民
は
、
来

年
の
開
催
に
向
け
、

被
災
地
を
代
表
し
、

世
界
中
の
人
々
に

東
日
本
大
震
災
の

復
興
支
援
に
対
し
て
「
あ
り

が
と
う
」
を
伝
え
る
た
め
一

丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い

る
。オ

ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

に
往
年
の
名
選
手
が

津
波
で
全
壊
し
た
小
中
学

校
跡
地
に
建
造
さ
れ
た
ス
タ

ジ
ア
ム
で
は
、
8

月
19
日
に
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

が
開
催
さ
れ
、
森

喜
朗
日
本
ラ
グ
ビ

ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

協
会
名
誉
会
長
、

鈴
木
俊
一
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技

大
会
・
東
京
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技

大
会
担
当
大
臣
、

吉
野
正
芳
復
興
大

臣
、
林
芳
正
文
部

科
学
大
臣
ら
が
出
席
。
た
く

さ
ん
の
大
漁
旗
が
は
た
め
く

な
か
、
シ
ー
ウ
ェ
イ
ブ
ス
対

ヤ
マ
ハ
発
動
機
ジ
ュ
ビ
ロ
の

対
戦
の
ほ
か
、
新
日
鐵
釜
石

Ｏ
Ｂ
対
神
戸
製
鋼
Ｏ
Ｂ
の
レ

ジ
ェ
ン
ド
マ
ッ
チ
が
行
わ
れ
、

松
尾
雄
治
氏
や
大
八
木
淳
史

氏
ら
往
年
の
名
選
手
の
活
躍

に
大
き
な
歓
声
が
上
が
っ
た
。

◇

世
界
的
な
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ

ン
ト
が
今
後
3
年
続
け
て
日

本
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
2
0

1
9
年
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
、
2
0
2
0
年
東
京

五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
。

そ
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
愛
好
家

の
誰
も
が
参
加
で
き
る
生
涯

ス
ポ
ー
ツ
の
国
際
総
合
競
技

大
会
「
ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー

ズ
ゲ
ー
ム
ズ
2
0
2
1
関

西
」
。
国
内
・
世
界
中
か
ら

訪
れ
る
多
く
の
観
戦
・
観
光

客
に
向
け
て
、
各
都
市
は
そ

ろ
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
・
観
光
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
力
を
入

れ
て
お
り
、
そ
う
し
た
取
り

組
み
を
随
時
紹
介
し
て
い
き

ま
す
。
情
報
を
ぜ
ひ
、
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

【
2
面
か
ら
続
く
】

ス
ポ
ー
ツ
で心

の
元
気
復
興
を

表② 議長・議員報酬最高・最低額〔単位：万円〕

議員

最低額

18．00

26．60

32．10

43．50

51．50

55．00

61．00

58．83

64．80

最高額

44．20

59．10

62．00

66．40

66．00

70．00

68．60

62．10

95．30

議長

最低額

23．00

34．79

39．90

50．50

62．50

64．00

72．80

86．12

77．90

最高額

54．50

73．70

76．00

75．80

79．00

82．70

82．30

95．60

117．90

区分

人口

5万未満

5万～10万未満
（特別区除く）

10万～20万未満
（特別区除く）

20万～30万未満
（特別区除く）

30万～40万未満
（特別区除く）

40万～50万未満
（特別区除く）

50万以上
（特別区・指定都市除く）

特 別 区

指定都市

釜石鵜住居復興スタジアム（右）
【写真提供＝釜石市】

※調査結果から抜粋して本紙が作成
※前年と比較し、増額となった欄を黄色とした（減額
該当はなし）

シーウェイブス対ジュビロ
【写真提供＝釜石市】

スポーツ 観光まちづくり

（5） 平成30年9月5日 第2059号全国市 議 会 旬 報
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73
回
目
の
終
戦
記
念
日
を

迎
え
た
8
月
15
日
、
政
府
主

催
の
全
国
戦
没
者
追
悼
式
が

日
本
武
道
館
で
行
わ
れ
た
。

天
皇
、
皇
后
両
陛
下
の
ご
臨

席
を
仰
ぎ
、
遺
族
の
方
々
を

は
じ
め
、
安
倍
晋
三
内
閣
総

理
大
臣
や
山
田
一
仁
会
長

（
札
幌
市
議
会
議
長
）
ら
約

7
0
0
0
人
が
参
列
し
、
戦

没
者
3
1
0
万
人
の
冥
福
を

祈
っ
た
。

来
年
4
月
末
の
退
位
を
前

に
最
後
の
出
席
と
な
る
天
皇

陛
下
は「
お
こ
と
ば
」で「
戦

後
の
長
き
に
わ
た
る
平
和
な

歳
月
に
思
い
を
致

し
つ
つ
、
こ
こ
に

過
去
を
顧
み
、
深

い
反
省
と
と
も
に
、

今
後
、
戦
争
の
惨

禍
が
再
び
繰
り
返

さ
れ
ぬ
こ
と
を
切

に
願
い
、
全
国
民

と
共
に
、
戦
陣
に

散
り
戦
禍
に
倒
れ

た
人
々
に
対
し
、
心
か
ら
追

悼
の
意
を
表
し
、
世
界
の
平

和
と
我
が
国
の
一
層
の
発
展

を
祈
り
ま
す
」
と
述
べ
ら
れ

た
。式

典
は
正
午
前
に
始
ま
り
、

安
倍
総
理
は
式
辞
で
「
今
日

の
平
和
と
繁
栄
が
、
戦
没
者

の
皆
様
の
尊
い
犠
牲
の
上
に

築
か
れ
た
」
と
追
悼
。
「
戦

争
の
惨
禍
を
、
二
度
と
繰
り

返
さ
な
い
。
歴
史
と
謙
虚
に

向
き
合
い
、
ど
の
よ
う
な
世

に
あ
っ
て
も
、
こ
の
決
然
た

る
誓
い
を
貫
い
て
ま
い
り
ま

す
」
と
強
調
し
た
。

正
午
か
ら
1
分
間
、
参
列

者
全
員
で
黙
と
う
を
捧
げ
た
。

天
皇
陛
下
は
今
年
の
「
お
こ

と
ば
」
に
、
「
戦
後
の
長
き

に
わ
た
る
平
和
な
歳
月
に
思

い
を
致
し
つ
つ
」
と
い
う
一

節
を
新
た
に
入
れ
て
、
平
和

の
尊
さ
を
語
ら
れ
た
。

天
皇
陛
下
お
こ
と
ば

本
日
、
「
戦
没
者
を
追
悼

し
平
和
を
祈
念
す
る
日
」
に

当
た
り
、
全
国
戦
没
者
追
悼

式
に
臨
み
、
さ
き
の
大
戦
に

お
い
て
、
か
け
が
え
の
な
い

命
を
失
っ
た
数
多
く
の
人
々

と
そ
の
遺
族
を
思
い
、
深
い

悲
し
み
を
新
た
に
い
た
し
ま

す
。

終
戦
以
来
既
に
73
年
、
国

民
の
た
ゆ
み
な
い
努
力
に
よ

り
、
今
日
の
我
が
国
の
平
和

と
繁
栄
が
築
き
上
げ
ら
れ
ま

し
た
が
、
苦
難
に
満
ち
た
往

時
を
し
の
ぶ
と
き
、
感
慨
は

今
な
お
尽
き
る
こ
と
が
あ
り

ま
せ
ん
。

戦
後
の
長
き
に
わ
た
る
平

和
な
歳
月
に
思
い
を
致
し
つ

つ
、
こ
こ
に
過
去
を
顧
み
、

深
い
反
省
と
と
も
に
、
今
後
、

戦
争
の
惨
禍
が
再
び
繰
り
返

さ
れ
ぬ
こ
と
を
切
に
願
い
、

全
国
民
と
共
に
、
戦
陣
に
散

り
戦
禍
に
倒
れ
た
人
々
に
対

し
、
心
か
ら
追
悼
の
意
を
表

し
、
世
界
の
平
和
と
我
が
国

の
一
層
の
発
展
を
祈
り
ま
す
。

【
出
典
＝
宮
内
庁
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ（
原
文
の
ま
ま
掲
載
）】

全
国
戦
没
者
追
悼
式
式
辞

天
皇
皇
后
両
陛
下
の
ご
臨

席
を
仰
ぎ
、
戦
没
者
の
ご
遺

族
、
各
界
代
表
、
多
数
の
ご

列
席
を
得
て
、
全
国
戦
没
者

追
悼
式
を
、
こ
こ
に
挙
行
い

た
し
ま
す
。

苛
烈
を
極
め
た
先
の
大
戦

に
お
い
て
、
祖
国
を
思
い
、

家
族
を
案
じ
つ
つ
、
戦
場
に

斃
（
た
お
）
れ
た
御
霊
（
み

た
ま
）
、
戦
禍
に
遭
い
、
あ

る
い
は
戦
後
、
遠
い
異
郷
の

地
で
亡
く
な
っ
た
御
霊
、
い

ま
そ
の
御
前
（
お
ん
ま
え
）

に
あ
っ
て
、
御
霊
安
か
れ
と
、

心
よ
り
、
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

今
日
の
平
和
と
繁
栄
が
、

戦
没
者
の
皆
様
の
尊
い
犠
牲

の
上
に
築
か
れ
た
も
の
で
あ

る
こ
と
を
、
私
た
ち
は
片
時

た
り
と
も
忘
れ
ま
せ
ん
。
改

め
て
、
衷
心
よ
り
、
敬
意
と

感
謝
の
念
を
捧
（
さ
さ
）
げ

ま
す
。

未
（
い
ま
）
だ
帰
還
を
果

た
し
て
い
な
い
多
く
の
ご
遺

骨
の
こ
と
も
、
脳
裡
（
の
う

り
）
か
ら
離
れ
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
一
日
も
早
く
ふ

る
さ
と
に
戻
ら
れ
る
よ
う
、

全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま

す
。戦

後
、
我
が
国
は
、
平
和

を
重
ん
じ
る
国
と
し
て
、
た

だ
、
ひ
た
す
ら
に
歩
ん
で
ま

い
り
ま
し
た
。
世
界
を
よ
り

良
い
場
と
す
る
た
め
、
力
を

尽
く
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

戦
争
の
惨
禍
を
、
二
度
と

繰
り
返
さ
な
い
。
歴
史
と
謙

虚
に
向
き
合
い
、
ど
の
よ
う

な
世
に
あ
っ
て
も
、
こ
の
決

然
た
る
誓
い
を
貫
い
て
ま
い

り
ま
す
。
争
い
の
温
床
と
な

る
様
々
な
課
題
に
真
摯
に
取

り
組
み
、
万
人
が
心
豊
か
に

暮
ら
せ
る
世
の
中
を
実
現
す

る
、
そ
の
こ
と
に
、
不
断
の

努
力
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

今
を
生
き
る
世
代
、
明
日
を

生
き
る
世
代
の
た
め
に
、
国

の
未
来
を
切
り
拓
い
て
ま
い

り
ま
す
。

終
わ
り
に
、
い
ま
一
度
、

戦
没
者
の
御
霊
に
平
安
を
、

ご
遺
族
の
皆
様
に
は
ご
多
幸

を
、
心
よ
り
お
祈
り
し
、
式

辞
と
い
た
し
ま
す
。

平
成
30
年
8
月
15
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍
晋
三

【
出
典
＝
首
相
官
邸
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（
原
文
の
ま
ま
掲

載
）】

「
戦
後
の
長
き
に
わ
た
る

平
和
な
歳
月
に
思
い
」

平
成
最
後
の
戦
没
者
追
悼
式
で
天
皇
陛
下

式辞を述べる安倍総理
【出典＝首相官邸ホームページ】

追悼式の模様
【出典＝首相官邸ホームページ】
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